
夏本番はまだ少し先ですが、本格的に暑くなる前から始め
たいのが熱中症対策です。マスクをつけているときは意識し
て水分補給をするようにしましょう。また、屋外では2ｍ以上
の十分な距離を保ちマスクを外してもよいとされています。 
ファミリー健康相談は、24時間年中無休で対応可能です。

顧問医や保健師・看護師などの資格を持つヘルスアドバイザ
ーが適切にアドバイスしますので、ぜひご利用ください。 

 
 
 
   
 
 
 

 
 

 
 
Ｑ︓ ５歳の子どもの舌にまだら模様が出来、小児科で「地図状舌」と診断を受けた。痛みはないがどういった

病気なのか、治療法はあるか。 
Ａ︓ 医学的には「良性移動性舌炎」といいます。舌の表面に白い縁の赤い紅斑（まだら模様）が現れる病気で、

様々な大きさと形が舌全体に広がり、まるで地図のように見えることから「地図状舌」と呼ばれています。 
原因は不明ですが、ストレスや睡眠不足による自律神経の乱れ、疲労や風邪からの免疫機能の低下、ビタ

ミン B 群やミネラルの不足、金属アレルギーが一因になっていると考えられています。舌の粘膜がただれているよ
うにも見えますが、それほど心配する必要はあません。自覚症状はほぼなく、舌が少しヒリヒリしたり、しみる程度
です。 
幼児と若い女性にかかりやすい傾向がありますが、積極的な治療は不要のため、特に問題なければ経過観

察となります。軽ければ数日から数週間で自然に治癒します。酷い場合は、ビタミン群の内服や口腔軟膏、う
がい薬で症状の緩和を図ります。幼児はまだ免疫力が十分ではないため、一度かかると症状が出たり消えたり
を繰り返すことがあります。 
長引くようであれば、他の病気との鑑別のためにも小児歯科を受診することをお勧めします。 

 ヘルスアドバイザーから、今月のひとこと！ 

ご自身やご家族の健康で気になることがありましたら、ぜひファミリー健康相談をご活用ください！
専用電話番号は健康保険組合の「お知らせ」をごらんください。 

膀胱炎は、大腸菌などの細菌が尿道を通って膀胱内に侵入し、繁殖して炎症を起こす
病気です。男性より尿道が短く細菌が入りやすいため、女性に多い疾患です。疲れやストレ
スが溜まり、体の抵抗力が落ちた際に、細菌に感染し易くなります。 
症状としては、短い間隔で何度も尿意を感じたり、尿を出した後の残尿感、排尿の終わ

り頃の痛み、尿に血液が混じる、尿が白く濁るなどで、膀胱炎によって熱が出ることはほとんど
ありません。背中や腰に痛みや発熱を伴う場合は、腎臓に炎症が起きて腎盂腎炎を発症し
ている可能性があります。気になる症状が1つでもあれば、早めに泌尿器科や内科で診察を
受けてください。 
女性の場合の予防法として、排尿・排便後は、細菌が尿道口や膣に入り込まないよう

に、前から後ろに拭いてください。温水洗浄便座の使用にも注意が必要です。生理中は、陰
部を清潔に保つことへの意識も大切です。使用中のナプキンやおりものシートはこまめに交換
しましょう。お手洗いを我慢すると膀胱内に長時間細菌が溜まり、細菌の増殖に繋がります
ので、十分な水分を摂取して、こまめに排尿することが大切です。免疫力が低下すると、膀
胱炎にかかりやすくなりますので、身体を冷やさない、ストレスを溜めない、睡眠不足にならな
いように気を付けるなど、日頃の体調管理にも注意しましょう。 
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